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書評
藤田佳久著
『現代日本の森林木材資源問題」
小
?
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戦後の日本資本主義は， 1950年に勃発した朝鮮戦争を契機に，特需ブームに支えられて
逸早く戦前の工業水準へ復活した。その後日本は， 1960年頃から鉄鋼，輸送機械，石油，
電力など重化学工業部門を中心に，第 2 次世界大戦後では世界に類例をみないほど急逍切~
つ大規模な発展を遂げ，資本主義世界では米国に次ぐ先進工業国に成長した。
その間日本経済は，一方で石油をはじめ石炭，各種金属，農水産物など膨大な量の海外
資源を輸入して消費し，他方で石炭をはじめ多くの有用な国内資源を乱開発あるいは放棄
してきた。その結果， 日本国内では経済成長に伴って全体としは一定の生活水準の向上を
達成した反面，産業公害や優良農地の転用・破壊，炭田の放棄など環境破壊や資源浪費が
進行する一方，対外的にも各種資源の乱開発と環境破壊，ひいては厳しい資源ナショナリ
ズムの登場を招いた。森林木材資源についても例外ではなかった。
わが国の森林・林野は，国土面積の約68%,2,500万haを占め，木材の生産・供給を行
うとともに，雇用の提供を通じて地域経済を維持し，国土の保全と緑の自然環境を保持す
ることによって，国民生活に重要な役割を演じてきた。ところが戦後とくに高度経済成長
期以降，森林の荒廃が進み，森林・林野の有する木材資源としての機能や森林資源の保水
・緑地機能が減退するという深刻な事態を迎えるに至った。わが国の森林は，戦中戦後の
乱伐によって木材供給能力を失っていたため，高度成長に伴う木材需要なかんずく住宅需
要の激増は木材不足と価格の高騰を招いた。
この木材の需給ギャップと価格暴騰に目をつけたのが大手商社を中心とする商社資本で
あった。彼等は東南アジアをはじめ北米やソ連邦からも安い外材を大量に輸入し，国内市
場の約70%を手中におさめた。その結果，戦後の造林プームで造成された国内林業は低迷
し，山村の変貌と林野の荒廃を招くいっぼう，木材・製材業の立地変動と木材市場の再編
成が進行した。また森林放置による林野の荒廃，都市周辺部の林野の宅地化，ゴルフ場や
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ダムや林道・観光道路等の建設は豊かな森林環境と緑の景観を破壊しつつあり，加えて森
林保水能力の減退は大都市地域の都市・工業用水の需要増加に対応しきれなくなってい
る。
こうした状況のなかで刊行されたのが本書である。本書は， 日本の森林木材資源に関す
る諸問題を歴史的，地理学的かつ経済的視点から取り上げ，極めて詳細に分析し論考した
大作である。日本の森林木材資源問題に関する研究はけっして少くない。第2次大戦後の
研究業績のみに限定しても，著書・論文等の専門的研究は枚挙にいとまがない。しかし，
森林資源を木材資源のみに限定せず，治山治水・水源涵養・環境問題にまで言及し， しか
も歴史的視点から大系的に論じた研究書は必ずしも多くない。本害はその数少ない専門書
の一つである。それは本書の目次を一見しても明らかである。以下，煩をいとわず項目を
追って本書の内容を紹介してみよう。
? ?
本書は8章42節で構成され，各章のテーマは次の通りである。
第1章森林資源論をめぐって
第2章森林資源の分布と構成
第3章森林資源の機能評価をめぐって
第4章森林資源の造成と造林政策の展開
第5章高度経済成長期における木材生産と造林の地域的展開
第6章 外材輸入と木材業・木材市場の再編成
第7章外材卓越下における山村の変貌と林業地域の再編成
第8章森林木材資源をめぐる環境変化とその課題および展望
第1章 森林資源論をめぐってにおいては，まず現在の森林資源をめぐる動きに， (1)国
内の森林を木材資源として見直す， (2)森林を自然環境として把え自然保護運動を展開す
る， という二つの方向があり，両者が二律背反的性格をもっているために，この性格を十
分ふまえた森林資源論を試みる必要のある点を指摘する。そのあと資源概念について論述
するとともに戦前戦後の森林資源研究をゾーン及びスパーホーク，手束恙ー，萩野敏雄氏
などの有力な諸説を中心に紹介・検討している。
そして再び自然保護と森林衰源との関係に触れて，森林資源問題に直接正面から挑んだ
のは民間の自然保護運動であり，これを契機に森林資源が国有林関係者と民間の林業家だ
けの対象から解放され，自然保護団体や関係学会の研究対象になった点を取り上げ，自然
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保護運動の成果を高く評価している。残された課題は，二つの動向ないしアプローチをど
のように整合的に発展させるか，という点にあり，森林資源概念も各時代の中での相対的
概念であるので，森林資源も動態的に把握される必要があると結んでいる。
第2章森林資源の分布と構成では，先ずわが国の森林資源の植生が論じられ，気候と
地質構成（土壌条件）の多様性のために森林植生が地域的に極めて多様である点を指摘す
るとともに，緯度の高低や中央構造線で境された西南日本の外帯・内帯によっても地域差
の認められることをあげている。次いで森林資源の調査の必要性に触れ，毎年地球上から
日本の面積に匹敵する森林面積が消滅しているにもかかわらず，世界の森林面積を正確か
つ定量的に把握していない点を指摘し，早急に森林危機を裏づける正確な世界的規模の調
査を行う必要があると説く。さらにここでは，これまで行われた世界資源調査の限界と問
題点，今後の調査に当って留意すべき事項についても検討されている。
そのあと，世界と日本における森林資源の分布に関する諸問題をとりあげ，まず前者の
世界については森林植生と森林の地域別分布を述べた上で，近年森林面積とくに南米とア
フリカのそれが縮小し， ヨーロッパと中国のそれが森林危機の反省として回復している事
実を紹介している。また日本では森林面積比率の高さ（国土面積の65%)と自然的社会的
要因，外国に比べて信頼度の高い調査と森林資源量，人工林の資源構成（齢級別構成）と
その地域差，所有形態別（国有林，公有林，私有林）の森林資源量などが図表を駆使して
分析されている。そして最後に森林資源を把握する方法論の確立とその利用をめぐる南北
問題の早急な解明を提言している。
第3章 森林資源の機能評価をめぐってでは，森林資源の木材以外の機能について日本
の問題を中心に検討されている。まず， 1982年夏の集中豪雨による長崎市の土砂崩壊と新
興住宅地の流失， 大和川流域の洪水による松原市・堺市の床上浸水および奈良盆地の冠
水，奈良県西吉野村の山地崩壊などを紹介し，これらの事象が， (1)宅地開発と水田潰廃に
よる土地利用の急激な変化， (2)降水を短期間に海へ流出させる河川改修方式の両者に起因
していること，いいかえれば林野の水源涌養と治山治水という基本問題に標着するとみ
る。そして本章では森林の国土保全機能全般について詳細な分析を行っている。例えば林
野の荒廃と災害および治山の関係，森林の山地崩壊防止機能をめぐる諸説の検討，水資源
の確保と森林の水源涵養機能，森林の諸機能への課題と展望などが主要な論考内容であ
る。
第4章 森林資源の造成と造林政策の展開では．近世から戦後のいわゆる高度経済成長
期にいたるまでの森林資源政策の史的展開と特性の検討が行われる。まず最初に近世の各
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藩（とくに秋田藩と名古屋藩）による林野管理政策と吉野川上流域における民間林業の成
立が考察されたあと，吉野林業方式（技術と経営体系）の拡散が愛知県三河や大分県日田
地方などの民間林業の育成に与えた影響を分析し，わが国林野面積の約半分を占める官林
経営（国有林と御料林）の史的展開と管理・経営体制の特徴が論述されている。そして公
有林野政策が，明治40年の森林法改正による森林組合の設立と部落有林野統一事業が検討
されるほか，昭和戦前までの多様な林野制度が考察されている。
そのあと，戦後復興期における林野荒廃の状況と復興儒要の増大による造林の展開過程
が分析され，併せて国有林野の一元化とその運営方法が論じられる。そして最後に，昭和
30年代前半期の造林の本格的展開とその背景を論考して本章を結んでいるが，ここではま
ず，再造林および拡大造林によって人工林率40%への足がかりを築いた森林開発公団の設
立，林道の建設，分収造林特別措置法の制定と林業公社の設立などが考察されたあと，工
ネルギー転換による薪炭不況と雑木の林種転換による拡大造林の地域的展開が論じられ，
さらにパルフ゜資本による資源確保のための山林買収と造林，木材価格の高騰を背景とする
中小農林家による造林問題が検討されている。
第5章 高度経済成長期における木材生産と造林の地域的展開では，主に素材供給弾力
性と造林の価格弾力性の問題がいずれも地域差との関係で論考されている。まず前者では
林業生産の硬直性とその要因が，大川一司，野村勇，山内豊二の諸説を批判的に紹介しつ
っ，農業・工業との比較において解明され，供給の弾力性が経済変動（成長）ひいては市
場価格（上昇）との関係で分析される。そして素材供給弾力性が昭和26~38年を 3期に分
けて地域（樹種）別に考察されるとともに，供給弾力性の地域差を生んだ要因がパルプ材
需給，人工林率，比較生産費を中心に究明されている。
後者では，「素材供給の価格弾力性は造林の規模に連動する」 として， 中京圏を事例に
造林の価格弾力性が検討される。まず短期的変化を示す木材の市場価格と生育期間の長い
造林との関係を論じたあと，名古屋市場に素材を供給する愛知，岐阜，三重の三県を市町
村レベルまで落して，外材インパクトが強まる1961年から1970年までの10年間の造林動向
を分析し，価格弾力性の地域類型を試み，育成林化を支えた諸条件を考察している。
第6章 外材輸入と木材業・木材市場の再編成では，戦後とくに高度経済成長を背景に
形成された木材の市場価格メカニズムの下で，外材輸入の急増によって，戦中・戦後の乱
伐のために供給能力と価格競争力を失ったわが国林業が存立基盤を弱めるとともに，木材
市場の再編成と木材加工業の変化が進行した経緯が70ページに亘って詳細に検討されてい
る。まず人口の大都市集中が大秘の住宅需要，ひいては木材需要をひきおこしたが，国内
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材供給不足のため，商社の手による外材輸入が急速gこ進んだ。その結果製材工業の立地に
変化が生じ，これまでの森林資源を指向した山元的立地から消費地立地，なかでも臨海部
を中心とする木材工業団地の造成へ比重が大きく移動した過程が分析される。
次いで，木材市場の再編成がとりあげられ，国内材取引を中心とする市売市場から外材
輸入に伴う木材センターヘの移行が考察されたあと，素材と製材品の流通過程の変化が製
材工場を中心に検討されている。そして，オイル・ショック後の低成長による住宅需要の
減少と木材業の構造不況の実態を分析するとともに，構造不況下における木材業の対応を
生産地（奈良県桜井市）と製材工場経営者（奈良県，豊橋市，その他全国各地）の視点か
ら詳察して本章を結んでいる。
第 7章外材卓越下における山村の変貌と林業地域の再編成では，昭和40年以降国内木
材総需要の過半を占め．木材市場価格を主導するようになった外材輸入のインパクトと高
度成長下の労働力流出の結果生じた山村変貌のインパクトによって，わが国林業と林業地
域が再編成される過程が論考される。まず日本林業の再編成期直前に施行された林業基本
法の登場とその挫折の経緯が述べられたあと，林業構造改善事業の変質と森林組合主義の
登場を中心に，林業経済研究者の諸説を紹介しながら，林業政策の転換が論じられる。
次いで林業生産の変化と労働力の地域跛行的流出，林野保有率の林・農家の減少と会社
の増加，慣行共有林（入会林野，部落有林野）の減少，山村住民の就業構成と営農形態の
変化，行政投資による就業構造の変化（土建業就業者の増加）などの分析を通じて山村の
変貌と林野利用の変化が詳察されている。そして林業地域の再編成をめぐる諸問題が，昭
和40年代以降の育成林化（拡大造林と再造林）の地域類型的動向，新興育成林業地域の形
成メカニズム，公営造林の相対的増加と育成過程の放棄などを事例にとりあげて検討され
ている。
第8章 森林木材資源をめぐる環境変化とその課題および展望では，いわゆる高度経済
成長期以降急速に進んだわが国森林・木材資源をめぐる環境変化を，主に， (1)外材輸入と
輸出国側の資源ナショナリズム， (2)森林資源の多様な機能（木材生産の場としてだけでな
く）の期待，という 2つの側面から検討し，それが有する問題点を明らかにし，林業地域
の将来像を展望している。前者については，日本が世界の総輸入量の半分を占め，輸出地
城である東南アジアでは乱伐と資源の枯渇化がすすみ，原木丸太輸出の規制や禁輸政策が
採られ，その背後に資源ナショナリズムの動きのあることを指摘する。こうした現実を前
にして， 日本がわが国だけの経済原理の実現に堕することは許されず，森林資源保護の具
体化に積極的な役割を果すべきことを強調する。
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後者については， 水害防備のための治山・治水機能，都市・工業用水のための利水機
能，大都市地城の住民のための観光・保養・レクリエーション機能， 日本国民にとっての
文化財機能など多様な森林機能論の登場とその背景および当面する課題について論じたあ
と，森林組合を分収主体として合理化し，林野経営の中心を所有権よりも利用権に置く方
向で国内林業の地域編制を行うことを提言し，将来展望を試みている。
][ 
以上の紹介で明らかなように，本書は日本の森林木材資源問題を主に木材資源問題に焦
点をあてて， しかも包括的に論考した出色の専門的著作である。また，著者が本書の「は
じめに」において「本書は， 森林木材資源問題を， 地域構造論的アプローチを行う地理
学，．とくに経済地理学の立場から切り込んでみたものである。その意味では，この試みは
おそらくわが国では初めてのものであろう。」と述べて， 経済地理学的視点から分析した
試みを自負しておられるごとく，本研究は単なる森林資源論でも林業経済学でもなく，森
林木材資源に関する経済地域構造を具体的実証的に分析した関係学界における先駆的業績
であるとともに，記念碑的ー大傑作である。
ただ若干の希望と注文が許されるならば，素人の思いつきに過ぎないのだが，次の諸点
を指摘し評者の注文としておきたい。順不同で述べると，第1に社有林について今少し詳
細な検討がほしかった点である。著者自身も，「林野所有をめぐる動向」 (305~6ページ
のところで， 会社による保有面積の増加を一つの特徴として取り上げ， 「これは昭和47年
(1972)の「列島改造論」をヒ゜ークにして，別荘，ゴルフ場， レジャー施設などの先行投
資と投機用に，林野の取得が狂気のごとく行われたことを想起すればよい」と述べている
が，その実態を新たな項目（章節）を設けて著者特有のするどい分析で詳論してほしかっ
た。この時期には莫大な資金が金融機関から商社や電鉄会社を含めた不動産業界に流れた
が，この資金的視角から分析しても，・森林蓄積量はともかく，林野の縮小と荒廃が進行し
た事実が解明されよう。高度成長初期に製紙会社がパルプ用材を求めて林野買収に走った
社有林 (145ベージ）についても併せて詳論してほしかった。
第2に現在国有林のかかえる問題点を公・私有林と比較して検討すると，より参考にな
ったの七はないか。戦前の官林経営の展開や戦後の国有林の林政統一については詳細に論
じられているが，近年の国有林問題の考察が少ないように思われる。国有林野には，国土
保全などの公益的機能，木材の持続的供給機能，雇用提供など地域経済への貢献機能等の
使命が求められてきたが，第1次オイル・ショックを境に林野財政が悪化して以来，主と
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して収支均衡（赤字解消）の立場から事業の縮小や人員の整理が行われている。これらの
問題を，民間林業経営の前近代性の問題とも比較関連させながら詳論されると大いに参考
になったと思われる。
第3に技術的問題で誠に恐縮であるが，項目（小見出し）と内容の不整合や論考内容の
繰返しが若干見られたし，項目名から内容が把握しがたい個所がいくつかあったように思
われる。もっとも各章の前後にはまえがきとむすびが付され， 内容が抄約されているの
で，読者にとっては大変便利であるが，論考内容の特徴をずばり項目名に出すことは，問
題と立論の性格上困難であったのだろうか。
ともあれ，本書は読者に多くの示唆と興味と感動をあたえ，学界だけでなく政策当局に
も重要な問題提起を行った近年まれにみる労作である。専門の研究者はいうまでもなく，
国内外の森林木材資源に関心をもつ学生には，是非ー読することをおすすめしたい。著者
には本書を上梓早々ご恵送いただきながら，ご紹介の遅れたことをお詑び申し上げたい。
（汐文社，昭和59年9月刊， A5判， 365ペー ジ， 3,500円）
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